
I． は じ め に

岩出山大堰の位置する大崎耕土は，宮城県北部に広

がる県内有数の穀倉地帯（約２０，０００ha）であり，全

国的に銘柄米として知られている「ササニシキ」「ひ

とめぼれ」の発祥の地でもある。

当地は伊達氏が統治する以前，約２５０年もの長期

に渡り大崎氏が領有していたことから大崎耕土と称さ

れている。

本耕土の用水源の一つである北上川水系江合川は，

上流で荒雄川とも呼ばれ，その源は鳴子町（現大崎市）

鬼首の中央にある荒雄岳であり，その麓にある鳴子ダ

ム（昭和３２年旧建設省建設）を経てダム直下流で大

谷川（上流に国営事業で「岩堂沢ダム」建設中）と合

流し大崎耕土を横断して北上川に合流している。

大堰は，この江合川から取水し大崎耕土の一角（約

４，０００ha）を灌漑するため，約４００年前に仙台藩祖

伊達政宗公が岩出山（現大崎市）の地に築造したもの

である。その大堰の役割や築造から改修・復旧の変遷

等について紹介する。

II． 大堰等の誕生

伊達政宗は，１５９１年に豊臣秀吉から大崎氏旧領を

与えられ，居城を米沢から岩出山城に移し，仙台の青

葉城に移るまでの１２年間岩出山城を治府とした。

政宗は，統治してから本格的に新田開発を進め，そ

の際最も力を入れたのが灌漑と排水対策であり，その

一環として江合川に大堰を築造した。その構造は縦

１４．４m，横９mの木造樋門であり，この時期として

は，その規模構造において付近に類を見なかったこと

から「大堰」の名称となり，藩政時代より今日まで固

有化された名称となっている。

また，大堰から取水する内川は，単に灌漑用として

だけでなく岩出山城の内堀としての防御の使命をもっ

た重要なものであった。内川は築城以前すでにあった

ものであり，防御施設として新たに城下に築造された

一の構の内側を流れていたため，築城以来から内川と

呼ばれるようになったと伝えられ今日まで呼ばれてき

ている。

III． 明治以降の主な大堰等に係る改修工事

１． 大堰の位置変更工事

明治３５年以来の凶作続きに本地域も著しく疲弊

し，この経済的難関を切り抜けるため生活の糧として

盛んに森林を伐採した。乱伐の結果，降雨ごとに水害

を被るようになり，大堰もその都度江合川の流心が変

わるなど災害を受け，巨額の復旧費を要した。

そこで，岩出山大堰普通水利組合は，流心の変動が

少ない約２km上流部に新たに堰を設置する計画を立

て，明治４０年に着工し木造の堰堤工９０m，開渠工

３７０m，隧道工１，６５７m（第１隧道，第２隧道）を施

工し明治４３年に竣工した。この堰の位置が，現在の

大堰の位置となっている。

また，水路流速８．３m/s と急流であったことと新

設水路と旧水路の落差７．６mを利用して発電を計画
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表‐１ 大堰の歴代管理団体および管理者

年代 管理団体 管理者 備考

旧藩時代 仙台藩 代官

明治元年
仙台県および水沢
県

土木課
志田郡は仙台県，玉
造郡は水沢県

明治９年 関係町村 戸長
志田郡と玉造郡が宮
城県に編入

明治２０年 志田玉造郡 郡長 総合村会法施行

明治２２年 岩出山町 岩出山町長 町村制の創設

明治２４年
岩出山大堰普通水
利組合

同上 水利組合条例

明治４１年 同上 同上
水利組合法の施行に
伴い法人化

大正３年 同上 玉造郡長 宮城県の告示により

大正１５年 同上 岩出山町長 郡役所の廃止

昭和２７年
玉造郡岩出山大堰
土地改良区

理事長 土地改良法の施行

昭和４３年 大堰土地改良区 同上

平成９年 大崎土地改良区 同上
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し，それから３年後の明治４５年に「大崎水力発電所」

が創設され，大崎一円に煌々とした明りが灯された。

これらの偉業を成し遂げたのが，当時岩出山大堰普

通水利組合の管理者でもあり岩出山町長でもある花淵

信太郎であった。彼の提案と決断により大堰の位置変

更で取水も容易になり災害も以前より軽減されたこと

と，発電により水利組合の管理費が大幅に軽減された

ことは大きな功績であった。

２． コンクリート堰への改修工事

堰堤が組枠の木工沈床のため少量の出水でも被災す

ることと，さらに大正９年には再々の洪水で，大堰

の堰堤の一部が破壊され取水が困難となったことで多

額の災害復旧費を要した岩出山大堰普通水利組合は，

木製でなくコンクリートによる永久施設への改修計画

をたてた。

しかし，江合川の大堰下流の水田耕作農民は，コン

クリート堰の施工では，渇水期において江合川流水全

量の取水となることを懸念して反対，大きな水争事件

にまで発展するやに見えた。その際，関係代表者（玉

造郡長・遠田郡長）が協議し「堰堤を木工沈床からコ

ンクリート沈床に変更するも従来の慣行放流量を厳守

し流下する」という協定書を交換して無事難題を解決

し，大正１０年に着工，玉石コンクリート堰堤３８５

m，土砂吐水門３門を施工し，大正１１年に竣工した。

なお，堰堤は全断面コンクリートではなく，内部に土

砂を包含した厚さ３０cm位のコンクリートで被覆し

たものであった。

３． 県営災害復旧事業

昭和２２年９月１５日のカスリン台風で堰堤は完全

に破壊され，組合員は応急策として取水口の補修工事

を行い，かろうじて取水が可能となった。しかし，翌

昭和２３年９月１６日のアイオン台風で，またまたこ

の補修した堰堤も破壊され，見るに耐えない惨状と

なった。

さらに昭和２４年６月２日の豪雨で，取水口が被災

し取水はまったく不可能となり，時期的にも田植えの

最盛期であったため，１万俵の土俵と数千人の関係水

利組合員等を動員して突貫工事で一時的に急場をしの

いだ。

一方で，岩出山大堰普通水利組合は本格的復旧工事

の計画設計を急いでいたが，工事費が莫大なものとな

り戦後の物資統制もあって，セメントなどの資材入手

も困難なことから水利組合単独工事では不可能と判断

して，県に窮状を訴え県営事業として施行することを

願い出，その結果県営災害復旧事業として昭和２４年

１１月に着手している。計画ではコンクリートは機械

練りとしていたが，機械が間に合わず全量手練りコン

クリート（セメント量７８０t）となった。人夫は十分

確保可能であったため，１日２５０人から３００人が出て

（延べ約６６，６５０人）コンクリート堰堤復旧（延長１６４．４

m），水叩復旧（延長１６０m），既設玉石コンクリート

堰堤修繕（延長１００．５m）等を施工し，昭和２６年９

月に完成した。

４． 融雪災害復旧事業

施設全体の老朽化が激しく改新を行う時期に来てい

たころの昭和２８年，２月の融雪期に内川への取水口

が地盤の弛みと降雨により，取水口真上の岩石が落石

し取水樋門および護岸が破壊され，取水不可能となり

「融雪災害復旧事業」で昭和２８年に原形復旧をした。

５． 内川用水路改修事業

大堰から取水する内川は，藩政時代そのままで，屈

曲蛇行断面不足で漏水もはなはだしく必要水量を確保

することができないため，「内川用水路改修事業」で

昭和３１年から３カ年かけて延長３，６６９mを改修し

た。

６． 大堰用水改良事業

昭和２６年に県営事業で玉石コンクリート堰堤の一

部を災害復旧した大堰であるが，全体的に老朽化が進

み加えて取入隧道への土砂流入も激しいことから必要

水量を取水できなくなり，米の減収等により農家経済

写真‐１ 明治時代の大堰

写真‐２ 復旧作業状況
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に大きく影響を及ぼすことになったため，昭和３７年

１１月に「大堰用水改良事業」に着手し，堰堤の一部

改修，電動式の洪水吐・土砂吐を設置，第１隧道を

コンクリート開渠に改修，第２隧道は全面的にコン

クリート巻立等を施工し，昭和４２年３月に完成し

た。

IV． 国営事業による整備

江合川流域の用水は，江合川と小河川などに依存し

ていたが，慢性的な用水不足を来しているため，水路

の堰上げによる反復利用や番水などによりかろうじて

地域全体の用水を確保している状況であった。また，

基幹水路の大部分が土水路であるため漏水が激しく，

加えて末端用排水路施設の不備，農道および水田区画

の狭小，低位部耕地の排水不良等は，水田の高度利用

や農業の生産性向上の阻害要因となっていた。

このような状況を打破するため，江合川上流にダム

を築造し，用水路の新設・改修により用水系統の再編

を行い用水供給の安定を図るとともに，低位部の湛水

被害を解消するための排水施設の新設，改修等を行う

国営事業を昭和６２年度に着工した。

大堰灌漑区域に係る主な工事は，大堰を含む江合川

沿線の水田（約１０，０００ha）の用水源となる岩堂沢ダ

ム（重力式コンクリートダム，有効貯水量１３，０００千

m３）の新設，大堰頭首工の改修，排水機場１カ所の

新設，内川を含む用排水路の新設・改修である。現

在，岩堂沢ダムを除いてすべて施工済みであるが，ダ

ムにおいても平成１９年１２月から湛水試験を開始し

平成２２年度に完成する見込みである。

また，大堰から取水する内川（国営事業では第１

幹線用水路）は，岩出山市街地の中心部を流下し，長

い間町民の生活に溶け込み，岩出山市街地を構成する

環境・景観要素として不可欠の存在となっていた。そ

のため，国営事業着工と同時期に内川の景観等を保全

する改修計画を検討する目的で，内川沿い住民が自発

的に組織した「内川を考える会」が設立された。

国営事業では内川をコンクリート三面張りで改修計

画していたが，住民から「かけがえのない歴史的遺産

を残して欲しい」「景観に配慮した整備をして欲しい」

との声が沸き起こったため，岩出山町（現大崎市）は

内川改修を中心に据えた「学問の道づくり」計画を策

定した。その際，中心的な役割を果たしたのが「内川

を考える会」であった。

町はこの計画を実現させるため，県に岩出山市街地

区間２，１５２mに「県営水環境整備事業」導入の要請

を行い，県も本事業の導入を計画していたことから，

この区間を国営事業と県営水環境整備事業の共同工事

で行うことになった。その整備内容は，修景護岸（石

積護岸），遊歩道の整備（石畳・砂利道，人道橋等の

整備），橋上広場（橋上から安全に内川の景観を楽し

める広場），親水広場（親水性を有する広場の整備），

安全施設（修景を重視した歩道フエンス，ガードレー

ルなどの整備），照明施設（夜間の安全，景観を考慮

した照明の設置），植生造園（自然景観を保つための

植樹，植栽）などである。

また，非灌漑期においても２．５m３/s の水利権を取

得しており，周年水が流下していることや地域住民で

結成された「内川ふるさと保全隊」により定期的に管

理されていることから，四季おりおりの景観を心地よ

く楽しめる住民の憩いの場として親しまれている。

さらに，内川沿いにある「有備館」は，伊達家三代

敏親が家臣の子弟教育の場として利用された書院造り

の学問所であり，現存する藩校では日本最古のもの

で，回遊式池泉庭園とあわせ国指定史跡となってい

る。観光客も多く訪れ，有備館を見学した後内川を散

写真‐４ 整備され地域の憩いの場となる内川

写真‐３ 整備された大堰
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策する観光客の姿も多く見られるようになって来てい

る。

V． 国営事業の関連事業

関連事業としての「県営かんがい排水事業」と「県

営ほ場整備事業」の整備状況であるが，「県営かんが

い排水事業」は４地区計画され，うち２地区が完

了，１地区は継続，１地区は地区調査中である。一

方，「県営ほ場整備事業」においては２２地区計画さ

れ，うち９地区完了，５地区継続，８地区未着手であ

るが，面積的には約８０％が完了継続中である。この

ように関連事業においても，計画的に施工されており

国営事業を契機として当地域の生産基盤は順調に整備

されてきている。

国営事業および関連事業により，本地域の農業も変

わってきており，特に，圃場整備により大豆の転作が

大規模に行われるようになってきていることや，水田

農業から解放された人たち（余剰労働力）が，施設園

芸，畜産，農産物加工，直売所の経営および出展，農

家レストラン開設等を行うようになってきており，今

後これらの人たちが水田耕作者とともに本地域の更な

る活性化に貢献するものと期待している。これは，大

堰からの安定した用水供給があればこそ可能になった

ものと確信している。

VI． お わ り

このように大堰は，伊達政宗公が築造以来，水害の

たびに花淵信太郎をはじめとする先人たちの英断と血

のにじむような努力により復旧，改修を行いながら長

い間守られ，本地域農業の維持・振興に大きく貢献し

てきている。今後も本地域の農業・農村の振興には不

可欠な地域資源であることから，十分な維持管理を行

い後世に継承していく必要があると痛感している。
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写真‐５ 内川から引かれた池に姿を写す有備館
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